
お問い合わせは電話、または、お問い合わせフォームで受付しております

手術のご案内手術 案内
（ リンパ管静脈吻合術 ）

内手術のご案内
（ リンパ管静脈吻合術 ）
日帰りLVA
手術のご案内内
（ リンパ管静脈吻合術 ）（ リンパ管静脈吻合術 ）（ リンパ管静脈吻合術 ）
日日帰帰りりLLVVAA日帰りLVA

保 険 適 応

最先端の技術を用いた安全な日帰り手術のご案内です。

ご家庭やお仕事で、お忙しく過ごされている方にも対応できるように

土曜・祝日も診療しております。

患者様のかかり付け医療機関とも連携し、

リンパ浮腫を専門的な見地から長きに渡ってサポートしていきます。

院長　三原 誠

〒151-0053　東京都渋谷区代々木1-35-3 toDOe代々木ビル3階

電話対応スタッフがご要件をお聞きし、1週間以内に担当スタッフより
あらためてご連絡させて頂きます。

TEL  050-3146-4579
（月曜～土曜 朝9時～夜9時）

https://www.mominoki-shinryosho.jp

お問い合わせ
フォーム▼
お問い合わせ
フォーム▼

手術の
お申込み▼
手術の
お申込み▼
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「入院」と「日帰り」局所麻酔下でのLVA手術の方法・内容・安全性の違い

についてお尋ねされることがありますが、手術方法・

内容・安全性の高さはどちらも同じです。2018年秋に

日帰りLVA（リンパ管静脈吻合術）手術をスタートし、

500件以上の日帰り手術を実施（2023年5月時点）

しております。おかげさまで日本一の手術件数を実施

しております。術中や、帰宅時を含む術後のトラブル

も無く、全手術を無事に終了しております。手術執刀は

全例を院長・三原誠が担当致しますので、どうぞ安心

して御受診ください。

むくみクリニックについて

むくみクリニックは、保険診療による完全予約制のリンパ浮腫治療の専門医療機関です。

科学的なデータに基づいた診断や治療を提供すること、患者様お一人お一人に丁寧に向き合うこと、患者様のプラ

イバシー保護を大切にすることをモットーに掲げ、リンパ浮腫治療に取り組んでいます。診療所内の空間は、患者様や

お付添の方にもリラックスして過ごしていただけるように、温かな雰囲気に仕上げています。

「日帰り手術」なんて大丈夫かしら？と感じられる方もいらっしゃるかもしれませんが、麻酔の進歩や高度な

技術を用いた身体に優しい術式により、鼠径ヘルニア、下肢静脈瘤、痔、胃・大腸内視鏡切除術、白内障の手術など

多くの手術が日帰りで安全に行われています。私たちも最善のリンパ浮腫治療を追求するとともに、日帰り手術が

安全に行われるように日々、最新の医療情報をチェックしています。

むくみクリニックの特徴

リンパセラピストの資格

を有したスタッフが術前

外来・手術に立ち会いま

す。保存療法などお尋ね

ください。

専門性の高い
スタッフ

術前外来や手術、全ての

予約枠が同じ時間に重な

らないようにしています。

お約束した時間通りにご

案内できるようになって

おり、30分以上順番を

お待たせすることはあり

ません。

完全予約制

お一人お一人の患者様
の声にしっかりと耳を傾
け、向き合えるように、予
約された時間に外来や
手術が重ならないように
しています。日帰り手術を
安全に行うことと同様に、
患者様やお付添の方へ
のホスピタリティも大切
に考えています。

お一人お一人を
大切に

手術当日にお過ごし頂く

リカバリールームでは、

患者さんとご家族の方

しかいらっしゃいません。

リラックスしてお過ごし

ください。

完全プライバシー
を意識した診療所



- 3 -

手術担当医のご紹介

手術担当医のご紹介

手術担当医のご紹介

「リンパ浮腫をどげんかせんといかん」「リンパ浮腫をどげんかせんといかん」

そんな思いから「日帰りLVA手術」がはじまりました。そんな思いから「日帰りLVA手術」がはじまりました。

1日も早い症状改善

一人でも多くの患者様が適切なタイミングで
手術を受けていただくこと
これまで以上に活発で軽やかな人生を送って
いただくこと

三原 誠 （みはら まこと）

LVA（リンパ管静脈吻合術）手術を年間400肢以上、これまでに

4000件（肢）超の手術経験を有しております（2023年5月時点）。

研究・開発に携わった手術用顕微鏡・手術器具を用いることで、

神経障害や神経麻痺、感染症等の比較的大きな合併症は発生して

おらず、一時的に創部に問題が生じる合併症（創部離開）も0.1％

以下に抑えることができています。医療技術の進歩や多くの経験・

知見の積み重ねにより、日帰りLVA手術においても安全かつ高い

成功率を実現することが可能になりました。

・1975年7月　　　福岡生まれ、宮崎育ち
・2002年3月　　　福岡大学医学部卒業

・2008年10月　　  Harvard大学医学部移植外科　Research Fellow Massachusetts General Hospital(MGH)
・2010年6月　　　Columbia大学医学部移植外科　Clinical Observership NewYork-Presby terian Hospital(NYP) 
・2014年4月　　　形成外科専門医認定
・2014年4月～　　済生会川口総合病院血管外科
・2016年1月～　　済生会川口総合病院リンパ外科・再建外科開設
・2018年1月～　　JR東京総合病院リンパ外科・再建外科
・2018年11月～　 むくみクリニック（旧:モミの木診療所）にて日帰り手術開始
・2023年4月～　    むくみクリニック院長

・イタリア・シエナ大学　　　　　　　講演及びリンパ外科手術＆指導（2014年3月）
・イギリス・オックスフォード大学　　講演及びリンパ外科手術指導（2014年2月） 
・中国北京・中日友好病院　　　　  　講演及びリンパ外科手術＆指導（2013年11月）
・インド・チェンナイRight病院　 　　リンパ外科手術＆指導（2012年） 
・イタリアローマ大学　　　　　　  　講演及びリンパ外科手術＆指導（2013年1月）
・シンガポール国立大学　　　　　　講演及びリンパ外科手術＆指導（2007年5月） 
・タイ・国立チェンマイ大学　　　   　講演及び超微小外科手術＆指導（2006年11月）
・スペイン・バルセロナSan Pau病院　リンパ外科手術サポート（2011年11月）

・2002年4月～　　虎の門病院外科レジデント
　　　　　　　　  一般外科・心臓血管外科・麻酔科・乳腺外科等をローテーション

・2005年4月～　　東京大学形成外科・美容外科
・2004年4月～　　帝京大学形成外科・美容外科

【略歴】

【海外での出張手術・指導歴/抜粋】 【外国人患者さんの受け入れ歴】

Clinical Observership NewYork-Presby terian Hospital(NYP) 

・インドネシア・60代女性　　　　下肢リンパ浮腫に対するリンパ管静脈吻合術 
・クロアチア・30代女性　　　　　下肢リンパ浮腫に対するリンパ管静脈吻合術
・カナダ・40代女性　　　　　　　下肢リンパ浮腫に対するリンパ管静脈吻合術

・ニュージーランド・60代男性　     特発性下肢リンパ浮腫に対するリンパ管静脈吻合術 
・シンガポール・30代女性　           特発性下肢リンパ浮腫に対するリンパ管静脈吻合術
・スペイン・50代女性　　　　　　下肢リンパ浮腫に対するリンパ管静脈吻合術

・パプアニューギニア・50代男性　下肢リンパ浮腫に対するリンパ管静脈吻合術 
・イタリア・50代女性　　　　　　下肢リンパ浮腫に対するリンパ管静脈吻合術
・台湾・60代女性　     　　　　　　顔面リンパ浮腫に対する診断と治療相談
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これまでに手術を受けられた皆様は、痛みを感じることなく、元気に歩いてご帰宅されています

なぜ日帰りによるLVA手術が可能なのでしょうか？

LVA手術は、低侵襲で体への負担が小さく、術後の経過もとても穏やかであることから日帰り手術に

適していると言われています。手術を受けたその日のうちに帰宅できることで、ご家族の事情やお仕事

の都合で手術を諦めざるを得なかった方々にもLVA手術を検討していただける運びとなりました。

※心臓に重大な疾患がある方は、入院による手術をお勧めしております。

手術時間が短く、局所麻酔下で行われる低侵襲で体に優しい手術であること

術後の早い段階より、水分補給や食事などの経口摂取、歩行、トイレへ行くことが可能であること

（強い痛みを伴うことはありませんが）鎮痛剤で痛みの対処ができるため、入院しなくても痛みのコントロールが可能であること

術後のケアは痛み止めや抗生物質の服用により、点滴や数日間の安静は必要ではないこと
（ご帰宅前にガーゼから防水テープに付け替えます）

日帰り手術のメリット

日常生活に戻りやすいので、
ご家庭やお仕事への復帰が早い

日常生活の延長線上で手術を
受けられるので精神的負担が
少なく、生活リズムが崩れにくい

入院に関する費用が抑えられる

入院準備の必要がない 相部屋などの入院生活の
煩わしさがない 手術後、帰宅が可能

「日帰り」「入院」
LVA手術の違い

医療的負担

身体的負担

日常生活への負担

拘束時間

入院 日帰り

△

△
△

◎
◎
◎
◎
〇

▶
▶
▶

●北海道在住です。むくみクリニックで日帰りLVA手術を受けました。
　術後はホテルに宿泊したのですが、手術前後を細やかに対応いただき、
　とても安心して手術を受けることができました（50代女性）

\ 患者さんの声 /

●北海道在住です。むくみクリニックで日帰りLVA手術を受けました。
　術後はホテルに宿泊したのですが、手術前後を細やかに対応いただき、
　とても安心して手術を受けることができました（50代女性）

\ 患者さんの声 /\ 患者さんの声 / ●仕事を持っており、土曜日に手術を受けました。
　手術翌日から通常の日常生活に戻れ、月曜日には仕事に復帰することができました。（40代女性）
●家族に同席してもらい、手術を受けました。後期高齢者ですが、問題なく手術を
　受けることができました。（70代女性）
●蜂窩織炎に悩まされていて、受診したのですが、JR東京総合病院の手術待ち期間が8ヶ月以上と
　伝えられ、がっくりしていました。モミの木診療所で1ヶ月程度の待ち期間で手術を受けることが
　できました。術後の経過は順調で、仕事に戻っています。（30代女性）
●病院の雰囲気になじめず、アットホームな雰囲気のモミの木診療所で手術を受けました。
　他の患者さんやその家族に会うこともなく、安心して手術を受けることができました。（50代女性）
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日帰りLVA（リンパ管静脈吻合術）手術について

1 手術のお申し込み

ホームページ上のフォーム・FAX・郵送にて受け付けております。
術前外来・手術の日程調整は、後日、お電話にて行います。

2 健康状態についてお尋ねさせてください

手術をより安全に受けていただくため、術前外来前に問診表をお送り
しております。必要事項をご記入のうえ、ご返送ください。

手術翌日の朝に三原医師より経過確認のお電話をさせていただきます。
術後診察は、術後1週間以内（遠方の方は翌日）に、むくみクリニックにて
行います。手術翌日よりシャワー可。術前と同じ弾性ストッキング
（スリーブ）を着用の上、通常の日常生活に戻ります。

5 手術翌日～術後１週間

3 術前外来

診察・検査（採血・心電図）・周径測定・手術の説明を行います。
お待たせすることはありませんので、予約のお時間ちょうどにご来院
ください。1時間～1時間半ほどお時間をみてください。

※術前外来は専属看護師が担当

4 手術当日

手術は局所麻酔を用いて2～3時間を予定しており、診療所への滞在
時間は術後のリカバリータイムを含めて5時間前後です。術後は
リカバリールームでお休みいただき、創部チェック（ガーゼから防水
テープに貼り替えます）、全身の状態を確認してから、ご帰宅となります。

※手術は三原誠医師が担当

6 その後の術後診察

最初の術後診察は手術後1週間以内、その次は2～3ヶ月後、6ヶ月後に
経過を診せてください。リンパ浮腫の患者さんが、100才まで元気に
楽しく歩けるよう、長きにわたってサポートして参りますので、ご安心
ください。

費 用 に つ い て
術前外来とLVA（リンパ管静脈吻合物）手術における全ての処置は保険診療となります。

高額療養費制度が適用されますので、ご加入されている保険組合に「限度額認定証」または

「限度額適用・標準負担額減額認定証」を申請し、診療所にご持参ください。

（窓口でのお支払いは区分によって変わってきます。詳しくは診療所にお尋ねください。）

カードでのお支払いも可能です。※受給者証をお持ちでしたら必ずご持参ください。

ご不明なことがございましたら、クリニックへお尋ねください
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ご高齢の患者様の日帰りLVA（リンパ管静脈吻合術）手術について
局所麻酔によるLVA手術は、ご健康状態に問題がなければ安全に受けて
いただけます。手術翌日より日常生活に戻れることで生活リズムを
崩すことがなく、 （入院による）安静時間を短縮することで筋力低下が
予防できます。ご健康状態にご不安がございましたら、手術のお申し込み
前に、どうぞご相談ください。これまで最高齢92歳の患者さんが、
トラブル無く日帰り手術を受けられています。

日帰りLVA（リンパ管静脈吻合術）手術のお申し込みについて日帰りLVA（リンパ管静脈吻合術）手術のお申し込みについて日帰りLVA（リンパ管静脈吻合術）手術のお申し込みについて

お 申 し 込 み 方 法

ホームページからのお申し込みについて

〒151-0053　東京都渋谷区代々木1-35-3 toDOe代々木ビル3階郵送先

FAX 03-3377-2221（24時間受付）

むくみクリニック　リンパ浮腫 検索
手術申込フォーム

ホームページ上のフォームより、または別紙の手術申し込み書に必要事項を記入し、FAX送信
もしくはご郵送ください。※お電話での申し込みは一切、受け付けておりません。

ご遠方からお越しの患者様へ

1泊2日

手術日の3週間前～3ヶ月前に術前外来を受けて、その日のうちにご帰宅。
後日、1日目にLVA手術、2日目に術後診察を受けてからご帰宅。

2泊3日

1日目に術前外来、2日目にLVA手術、3日目に術後診察を受けてからご帰宅。

次のようなスケジュールで、ご遠方からお越しになる患者様が多数いらっしゃいます。
ご参考までに紹介いたします。

※当診療所には入院施設はございませんが、ホテルやご親戚のお宅に滞在し、手術を受けていただくことが可能です。
※ホテルにご宿泊される場合、手術前後の滞在になりますので、出来るかぎり清潔なホテルをお選びください。
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ご 紹 介ご 紹 介
むくみクリニックの

▲お付き添いの方に
手術見学をして頂けます

患者さんは、実際の手術を
テレビモニターで見ること
ができます。専属看護師が
サポートします！▼

清潔な空間と
最新の医療機器を
揃えています▶

待合室

外 観

診 察

リカバリールーム

手術室

手術に関するご質問や不安を
遠慮なくお聞かせください♪



2023年 5月版 

リンパ浮腫患者さんのための専門医療機関【むくみクリニック / 院長 三原誠】 

リンパ浮腫の治療 

日帰り LVA手術（リンパ管静脈吻合術）の説明書 

 

１．現在の状態 

リンパ浮腫はリンパ液が過剰に皮下組織内に貯まり、また、脂肪細胞が巨大化してしまった状態です。

原因としては 2 つあります。1 つは生まれつきリンパ管の形成不全や機能障害がある場合と、もう 1 つ

は外傷や手術でリンパ節（リンパ管の中継点にあたります）の摘出や、放射線を照射することによりリン

パ路に障害を生じた場合です。障害直後では、残されたリンパ管が頑張ってリンパ液を身体の中心に運

びますが、限界に達すると感染などを契機として、急に下肢や上肢が腫れてしまいます。 

 

２．治療方法 

①目的：貯まったリンパ液を下肢、上肢のところで静脈に流すためのバイパスを作ります。 

②治療名：顕微鏡下リンパ管静脈吻合術（LVA）、必要時はリンパ漏切除 

 

 

【下肢リンパ浮腫】 

手術当日に、あらためて 

検査（ICG検査・超音波検査）を行い、 

正確に静脈とリンパ管を同定します。 

 

正確に同定した静脈とリンパ管を 

手術用顕微鏡を用いて、吻合し、 

リンパの流れを作り直します。 

両側合計して、4-5箇所程の吻合を行います。   

手術時間は 2～2時間半程度です。 

 

 

【上肢リンパ浮腫】 

手術当日に、あらためて 

検査（ICG検査・超音波等）を行い、 

正確に静脈とリンパ管を同定します。 

合計して、2－3箇所程度の 

吻合を行います。 

手術時間は 1～2時間程度です。 

 

 

 



2023年 5月版 

リンパ浮腫患者さんのための専門医療機関【むくみクリニック / 院長 三原誠】 

③治療の内容： 

全身のリンパ液は最終的には心臓の近くの太い静脈に流れ込みます。しかし、リンパ浮腫の状態ではリ

ンパ路が途中で閉塞しているため、リンパ液が皮下組織に貯まります。このような状況が続くと、皮下脂

肪が肥大化してしまいます。そこで閉塞部分（足の付け根、脇）より先（下肢や上肢）でリンパ管と静脈

のバイパスをつくり、貯まったリンパ液を静脈に流します。 

手術は顕微鏡を覗きながら脚や腕に数カ所 1～2cm の小さな切開を入れて、皮膚直下の脂肪組織の中

のリンパ管と静脈を探します。リンパ管は非常に細く 0.5mmくらいです。0.05mm(1/20mm)の針付き糸

を使ってそのリンパ管と静脈をつなぎます。がん治療後の下肢リンパ浮腫の場合は、約 2～3 割の方が 

反対側の下肢も腫れてくるため、まだリンパ管の機能が残っているうちに‘予防的に（早期に）’リンパ

管―静脈のバイパスをつくる目的で反対側にも同時に手術を行います。 

 

手術は局所麻酔で行いますので、手術の様子はモニターで観ることができます。 

またご希望があれば、ご家族も手術見学（約 30分程度）することができます。 

※手術は三原院長が全て担当致します。 ※経験豊富な看護師が手術中もサポ-トします。 

 LVA手術件数は、4000件を超えます。 手術モニターを見ながら、理解を深めます。 

 

術後の効果は、ご本人のリンパ機能がどれだけ残存しているかによります。リンパ機能の低下が著しい

方は、むくみが劇的に改善する確率は下がります。対して、リンパ機能が良好な患者さんは、劇的な改善

が期待できます。（この１０年の研究で、劇的な改善がなされている患者さんは、保存療法が上手にでき

ていること、体重コントロールが良好なことが分かっています。 

 

この手術はバイパス（新たなリンパ路）を作るもので、リンパ管のリンパ液を吸収して送り上げる自己

収縮機能を再建するものではありません。ですから、術後もストッキングやマッサージなどを使って、リ

ンパ管を収縮させる手助けをしなくてはなりません。手術後半年は術前と同じように圧迫療法をしてい

ただきます。術後経過が良好な方は、徐々にストッキングを弱めたり、装着の時間を短くします。立ち仕

事やスポーツを行っているようなアクティビティの高い方は、ストッキングを装着しながら、長時間の

歩行やスポーツが可能な腕や脚に再建します。また、術後バイパス効果が認められず、浮腫が進行する場

合があります。術後６か月の経過を診ながら、必要な場合は、バイパス手術を追加し、より健康的な状態

を保つことを目標としております。私どもの目標は、患者さんが９０歳、１００歳を超えても、健やかで

活発な生活を維持することです。ぜひ、健康な生活を取り戻しましょう！ 
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※手術に際して： 

リンパ管は 0.5mm 程度のとても細い管です。術前･術中にリンパ管を見つけやすくするため、エコー検

査や親趾の根元や足首などに緑色の色素（ICG：インドシアニングリーン）や、皮膚切開部の近くに青色

の色素（パテントブルー、インジゴカルミン等）を注射することがあります。術後しばらくは注射部周囲

に色が残っていますが、約１か月程度で徐々に消えていきます。また手術当日に、手術デザインを患部に

記載いたします。術後、シャワー等で消えても問題ございません。 

 

④治療に伴う危険性や合併症の種類とその程度 

 この１０年間に、本手術は大きく進歩しました。合併症の出現は減少しておりますが、下記を 

手術リスクとして理解していただくことが重要です。 

 

１）リンパ管が見つからない可能性 

リンパ浮腫が起こってからの期間が長い場合や蜂窩織炎を何度も起こしている場合は、皮下組織の線

維化が進んでおり、リンパ管も線維化、変性していることが多いです。バイパスに適したリンパ管が見つ

からない場合があります。その場合は切開しても吻合できずにそのまま傷を閉じることになります。 

２）バイパスの閉塞 

吻合したリンパ管がリンパ液を押し上げる能力を失っている場合は、すぐにバイパスは詰まってしま

い、効果は期待できません。 

３）手術瘢痕 

下肢（足の甲、足首、膝、足の付け根 など）、上肢（手の甲、手首、肘、手の付け根 など）に数カ

所 2～3cmの直線上の傷が残ります。体質的な問題で、ケロイド状態（赤く盛り上り痒みを伴います）に

なる場合があります。 

４）傷の閉鎖不全 

原則として、約 6 ヶ月程度で溶けてしまう吸収糸を用いて皮膚を閉鎖します。抜糸の必要はございま

せん。希に創部よりリンパ液が漏れ出てしまうこともありますが、約 2 週間程度のガーゼ交換でリンパ

漏は消失致します。 

５）しびれ 

手術操作をするところには細い感覚神経がたくさん通っています。術後に傷の周りがしびれたり、感覚

が鈍くなったりすることがあります。 

６）出血 

血液を流れやすくする薬の内服や、体質的な問題のある場合、血が止まりにくくなることがあります。 

７）血液の逆流 

静脈からリンパ管へ血液の逆流が生じることがあります。症状としては、足、手全体が真っ赤になりま

す。皮膚表層に網目状にあるリンパ管内に血液が流れ込んだために生じるもので、痛みや熱は伴いませ

ん。1週間から 10日くらいで自然に消えます。 

８）追加手術 

この手術は皮下組織に貯まったリンパ液を静脈に流すためのバイパス‘路’をつくるものです。‘路’

の本数が多ければ多いほど効果は期待できますが、時間やリンパ管と静脈の状態により、一回の手術で
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のバイパスの数には限界があります。よって、今後、経過をみながら、手術を追加する可能性があります。 

 

〔注意点〕抗凝固剤，抗血小板剤（血が固まりにくくなる薬）を常用している場合、手術の 1週間前から

内服を休止して頂く場合があります。アレルギー、服用中の薬がある場合は必ず申し出てください。 

＊手術を行う以上、予想されない神経や血管の損傷や、予測できない合併症の可能性が否

定できませんが、可能な限りの対処を致します。 

＊予定した結果が必ず得られるとは限りません。効果がないことについて十分納得してい

ただく必要があります。 

 

３．予定している方法以外の代替え可能な治療・検査法 

手術以外には、圧迫療法、手によるリンパマッサージ、空気圧による波動マッサージ、水泳などの治療

法などがあります。 

 

４． 研修者の受け入れについて；  

リンパ浮腫治療を真面目に学んでいる医療者を受け入れしております。 

 

【術後の傷へのこだわり ／ 1～2ｃｍの傷】 

 ※当院では、美容的な観点から手術の傷はできるだけ小さく、きれいに治るように傷をケアしており

ます。シワにできるだけ隠れるような、手術部位を選択するよう心がけています。 

  多くの患者さんは、1～2年後には傷がどの部位が見つけることが難しくなります。 

  ※0．3～0．5％程度（200～300名に 1人）の患者さんは体質のため、瘢痕と成る場合があります。 

その場合は、最善の瘢痕ケアを行い、対処致します。 

   

 

【LVA手術動画について】 

患者さんに安心して手術を受けて頂けるよう 

YouTube 上で三原医師のの LVA手術動画を 

公開しております。 
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５．術後の流れ 

【術前外来】 専属看護師による健康状態の確認。採血・心電図検査を行います。健康状

態が日帰り手術に適さない場合は、日帰り手術は不可となります。 

【手術当日】 

（術前） 

術前診察後、手術室入室。手術は 2～3時間の見込み（下肢）。 

点滴確保。尿道バルーンは、3時間以上の尿意出現なければ必要なし。 

【手術当日】 

（術後） 

当日は、手術後に傷の最終チェック、血圧などの最終チェックを行い、問

題なければ、歩いて帰ることができます。 

【術翌日】 朝 8：30－9：30に三原より電話で状況確認。以後シャワー可。 

日常生活に戻って大丈夫です。状況確認後、ストッキングを再開します。 

【1週間以内】 特に問題なければ 1週間以内に創部チェックをさせて頂きます。 

遠方の患者さんは、手術翌日に傷のチェックを行い、その後のチェックは

術後 2～3ヶ月目、術後６ヶ月目となります。術後 2～３ヶ月目の傷のチェ

ックは、電話診察での対応も可能です。 

【1週間以後】 術後 2～3ヶ月目、6ヶ月目に外来再診。 

 

【三原院長・原尚子医師・河原真理医師外来】 

 三原院長・原尚子医師・河原真理医師外来にて、 

手術に関する説明を行います。 

画像検査結果を基に、ご本人の病態に合わせた 

 治療を提案致します。 

 不明点があれば、遠慮無くご質問ください。 

 

 

【術前外来（看護師外来）】 

 専属看護師より手術に関して、詳しい説明を行います。 

 術前に必要な採血や心電図の検査を行い、安全に 

 日帰り手術が実施できるか確認を行います。 

  

 豊富な経験や知識を有する看護師が担当致しますので、 

 心配等があれば、ぜひご質問ください。 

 

【手術後の全身状態の確認】 

 手術後は、30-60分ほど休憩し、血圧に問題が無いか、 

 傷に問題が無いか、確認の上、お帰り頂きます。 

 これまで、術後出血等の緊急対応を要する患者さんは 

 おられませんが、当院では、慎重に判断を行います。 

 最終的に、三原院長のチェック後、退院となります。 
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【退院後の注意事項】 

・ 術後の吻合部は 1-2 日で落ち着くので、安静度などに関してあまり神経質になる必要はありません。 

・ 防水の絆創膏は貼りっぱなしで大丈夫です。剥がれてきたら新しい物に貼り替えてください。手術翌

日から、シャワーは可能です。 

・ 傷口が痛い，赤い，腫れる，膿が出る症状は感染の可能性があります。早めに受診して下さい。 

・ 脚全体が腫れる，赤くなる，熱っぽいなどの症状がある場合は、蜂窩織炎の可能性があります。入院

治療が必要となる場合もありますので、早めに受診して下さい。 

・ この手術は結果がすぐに目に見えるものではありません。術後６か月目に脚周囲やエコー検査を実施

し、手術の効果を評価します。 追加手術もこの際に相談いたします。 

・ この手術はリンパ浮腫治療の補助的なものと考えて下さい。術翌日から弾性ストッキングを再開し、

術前と同様のケアを続けてください。これにより、より良い結果が期待できます。 

・ 退院後、一時的に浮腫が悪化することがありますが、保存療法にて改善しますので安心してください。 

 

５．手術写真の同意 

手術前、術中、術後を写真に撮って経過を診させていただきます。写真を雑誌、学会など学術的な報告

や、術後経過の説明でホームページ、クリニックや、連携施設の資料に使わせていただく場合がありま

す。個人がわかるような個人的情報を書き込むことは一切ありませんのでご安心ください。 

 

＊ 手術費用について 

この手術は保険適応です。｢高額療養費制度｣の事前申請（限度額適用認定証の交付）にて自己負担額は

約 5-30万円程度（年齢と収入により異なります）となります。限度額適用認定証の交付には１－２週間

程度かかりますので、事前に加入されている保険組合等にお問い合わせください。 
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リンパ管静脈吻合手術に伴う危険性や合併症説明 

・本手術によりリンパ浮腫、蜂窩織炎、疼痛の改善は十分に期待できますが、浮腫が完全に消失する可能

性は少ないため、術後の保存療法は重要です。またその改善の程度には個人差があります。 

・１回目の手術で期待されたほどの結果が得られない場合、追加の手術によりさらなる改善を図ること

ができます。 多くの患者さんで、更なる改善を希望し、追加の手術を希望されています。 

・数か所手術しても適当なリンパ管が見つからないことがまれにあります。その場合、日を改めて再手術

を行うことができます。超音波検査を術前に行うことで、リンパ管を同定した上で手術開始します。 

・手術後も圧迫などの保存的治療を長期間行う必要があります。医師の確認の上、術後の経過を基にスト

ッキングやスリーブを軽減、中断（離脱）されている患者さんもおられます。 

・手術してもリンパ管炎を起こし、熱が出て、入院点滴を必要とすることがあります。 

・手術中、手術後には出血、痛み、腫れが起こる可能性があります。 

・傷跡がケロイド状になって目立つことがあります。 

・傷がふさがらずに長期間リンパ液が漏れることがあります。 

・稀に局所麻酔で、アレルギーによるショック状態が起こる可能性があります。 

・傷跡の周りの知覚障害（びりびりした感じ）が長期間続くことがあります。 

・非常に小さい針を使用して、手術を行います。針を紛失する可能性があります。紛失した場合は、手術

用顕微鏡を用いて直視下に体内に遺残していないことを確認し、記録します。（必要時にはエコー等に

て追加で再探索を行います。体内に遺残していた場合は、局所麻酔下に異物摘出を行います。） 

・病態診断や治療方針決定のために、皮膚・リンパ管・脂肪等の関連組織を採取し、検査させて頂くこと

があります。検査結果によっては、学会発表・医学論文として報告させて頂くことがあります。 

 

エピペン注射液（アナフィラキシーショック治療薬）使用に関する説明書 

種々の医薬品を使用する医療行為においてはそれらを原因とするアナフィラキシー（ショック）に最大

の注意を払うことが求められます。アナフィラキシーとは、アレルギーの原因物質（抗原、アレルゲン）

の摂取により発症、その後きわめて短時間で全身に現れる強いアレルギー症状のことです。血圧低下、呼

吸困難、意識障害などを惹起し、時に生命を脅かすまでに至ります。 

アナフィラキシーの原因物質は医薬品、食物（蕎麦、鶏卵、ピーナッツ、果物など）、ハチ刺傷などです。 

エピペンとは、アナフィラキシーショックに対する緊急補助治療に使用される医薬品（注射薬）で、発症

した場合、救急医療機関へ搬送されるまでの症状悪化防止に役立ちます。 

その成分はアドレナリン（エピネフリン）で、これは気管支を広げる作用や心臓の機能を増強して血圧を

上昇させてショック症状を改善する作用があり、アナフィラキシーショックに対して有効です。                                              

エピペン添付文書には、重大な副作用として、肺水腫、呼吸困難、心停止などが挙げられていますが、自

発報告または海外において認められている副作用のために頻度は不明とあります。しかしアナフィラキ

シーショック対応ガイドライン（日本アレルギー学会発行）には、緊急時にエピペンを使用すべきか否か

を迷ったら速やかに使用せよ、と明記されています。そのため、患者様の救命を最優先に考え、ショック

症状に応じて、当院の判断で使用致します。 
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ICG赤外線リンパ管造影検査に関する説明及び同意書 

現在のところリンパ管の状態を調べる方法として、リンパ管造影、リンパ管シンチグラフィーなどの検

査が行われています。いずれも、検査の正確さや検査に伴う痛みなどに問題があります。 

 私たちは患者さんに最善の医療を提供するように努めています。同時に新しい治療法の開発などに向

けて医学研究を行っています。 

 

インドシアニングリーン（ICG）という検査薬を皮下に注射して、皮膚表面から赤外線カメラを使うと

皮下のリンパ管を流れるリンパ液の動きを映し出すことができることが最近わかりました。これがリン

パ浮腫の検査法、治療法の向上につながるものと考えております。ICG とは肝臓や心臓血管の機能検査

に日常的に使われている薬品です。主な副作用としてアレルギーがあります。症状としては悪心嘔吐、皮

膚のかゆみ、対応可能な血圧低下などが報告されており、その発生頻度は約 0.02%です。また緑色をして

いますので皮下に注射した部位が緑色になります。徐々に薄くなりますが 1 ヶ月ほど残ります。なお赤

外線カメラによる人体への有害な作用はありません。この研究では、ICG を数カ所に 1cc ずつ皮下に注

射させて頂き、体表のリンパ管の走行、リンパの流れを赤外線カメラで撮影させて頂く予定です。研究は

当院でリンパ浮腫治療を受ける患者さんで薬剤・食物アレルギー歴のない方を対象としております。 

 

この研究の結果は学会などに報告され、医学の進歩に寄与するものとなります。報告に当たっては、患

者さんの名前など個人が特定できる情報は一切明らかにならないように実施し、倫理上十分な配慮をも

って行います。研究データは個人名が含まれない形で保存し、当院にて厳重に管理いたします。有害な副

作用が生じた場合は適切な最善の治療を行います。このお願いに対する判断はあなたの自由意志により

ます。ご協力頂けない場合も不利益を被ることは一切ありません。また、本研究の実施にあたり、不必要

な手術操作を加えたり、手術の安全性を損なうようなことは決してありません。また、ここに同意された

後も、いつでも同意を撤回することができます。 

 

※CT造影剤アレルギーや、ヨードアレルギーをお持ちの患者さんは、本検査は実施できません。 

替わりに超音波検査にて、静脈とリンパ管を描出致します。 

 

 

 



・クリスタルビル駐車場　　当院の隣ビル1階　車高155cm以内のみ駐車可
・パカラ代々木第5駐車場　当院より徒歩3分　車高155cm以上でも駐車可

※詳細は当院ホームページをご参照ください。

最寄りの駐車場

お す す め ホ  テ  ル
新宿にはとてもたくさんのホテルがあります。その中で、当院スタッフが自信を持ってお勧め
できるホテルをご紹介いたします。もちろん東京には他にも多くの素晴らしいホテルがござい
ますので、ぜひいろいろと楽しみながら選んでください。
※手術前後の滞在になりますので、できるかぎり清潔なホテルをお選びください。

JR九州ホテル
ブラッサム新宿

☎03-5333-8687

【アクセス】
当院より徒歩8分

4つ星ホテル

小田急サザンタワー
ホテル新宿

☎03-5322-1234

【アクセス】
当院より徒歩4分

4つ星ホテル

サンルートプラザ新宿

☎03-3375-3211

【アクセス】
当院より徒歩6分

3つ星ホテル

全理連代々木の宿

☎050-2017-8989

【アクセス】
当院より徒歩1分

2つ星ホテル

パークハイアット東京

☎03-5322-1234

【アクセス】
当院よりタクシーで10分

5つ星ホテル

詳細は当院ホームページをご参照ください。

※電話対応スタッフがご要件をお聞きし、 1週間以内に担当スタッフよりあらためて
　ご連絡させて頂きます。
※電話対応スタッフがご要件をお聞きし、 1週間以内に担当スタッフよりあらためて※電話対応スタッフがご要件をお聞きし、 1週間以内に担当スタッフよりあらためて※電話対応スタッフがご要件をお聞きし、 1週間以内に担当スタッフよりあらためて※電話対応スタッフがご要件をお聞きし、 1週間以内に担当スタッフよりあらためて※電話対応スタッフがご要件をお聞きし、 1週間以内に担当スタッフよりあらためて
　ご連絡させて頂きます。　ご連絡させて頂きます。

☎050-3146-4579☎050-3146-4579  (月曜～土曜日 朝9時～夜9時）

お 電 話 対 応 時 間

日帰りLVA手術（リンパ管静脈吻合術）手術の日程や所要時間、手術を終えてからの
帰宅方法、手術後の自宅でのケア方法、費用などのご質問がございましたら、まずは
お気軽にお尋ねいただけたらと思います。

お勧めホテル・駐車場▼

ホームページからの
お問い合わせフォームはこちら▶
※手術に関する【よくある質問と回答集】
　を掲載しています。


